
  Interview

「ベストケア創造企業」を創業以来のビジョンとして、独自技術の開発と医学機序に基づいた信頼性の高い“ものづく
り”を推進するアルケア株式会社（以下、アルケア）。「メディカルケア」「ホームヘルスケア」「スポーツ＆セルフケア」の
3つの事業を中核に、ニーズの高まる高齢社会向けのケア商品や健康志向に応える製品の製造・販売を展開している。
同社の“ものづくりの拠点”である千葉工場では、成長戦略推進やコスト構造改革に最優先で取り組んでおり、その一
環としてDr.Sum EAとMotionBoardを採用した「生産コックピット」を構築。生産管理システムに蓄積したデータを活
用し、スピーディーな現状把握と意思決定を実現している。

生産現場の情報を一目で把握できる
「生産コックピット」をMotionBoardで構築
成長戦略推進を全社で取り組み、コスト構造改革を実現

アルケア株式会社 事例紹介

ベストケア創造企業を目指すアルケア
生産管理システムのデータ活用を模索

1953年、日本初のギプス包帯であるスピード
ギプスの開発および製造に成功し、1955年に「有
限会社東京衛材研究所」として創業したアルケ
ア。より良い快適な医療を支援するためのメディ
カルケア製品の開発・製造・販売を事業の柱と
し、医療分野で培った技術やノウハウを活かした
ホームヘルスケア製品のラインナップ充実やス
ポーツケアブランドである「リガード」の展開な
どに取り組んでいる。
また災害被災地に弾性ストッキングやストーマ

（人工肛門・人工膀胱）ケア装具などのメディカル
向け医療消耗品を提供したり、「オストメイト（人工
肛門・人工膀胱用装具の利用者）の集い」を開催す
るなど、社会貢献活動を積極的に展開。さらに、カ
テーテル固定専用キットが2013年グッドデザイン
賞の「グッドデザイン賞」を受賞するなど、製品開発
における技術力を市場で高く評価されている。

同社では、2011年にNECのFlexProcessを採
用し、生産管理システムを刷新。運用開始から約2

年分のデータが蓄積されたのを機に、蓄積データを
いかに活用していくかを模索していた。当時、現場
担当者がデータ分析を行うためには、システム担当
者にデータ抽出を依頼し、生産管理システムから抽
出されたデータを表計算ソフトなどを使って集計・
加工した後、レポートを作成する必要があった。
執行役員 生産管理部 部長である伊藤 克己氏
は、次のように語る。「時間と労力をかけて、壮大
な集計レポートを作っていました。例えば必要な
データは20品目なのに、全品目で集計レポートを
作成するなどです。こういった集計レポートの作
成時間を、別業務に費やしてほしいと思っていま
した。そこで集計レポート作成における時間や労
力のムダを排除し、本当に必要なデータだけを提
供できる仕組みが必要でした」
加えて伊藤氏は、「経営トップからの指示で、こ

れまでも経営状態や生産現場の状況が把握でき
る分析用データベースを持っていましたが、満足
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「現場の担当者がデータを活用した分析を行う
ためには、システム担当者にデータ抽出を依頼
し、生産管理システムから抽出されたデータを
Excelなどを使って集計・加工して、レポートを
作成しなければならなかった」

MotionBoard導入後の驚きの声!

Before After
「MotionBoardを使うことで、これまでの手計算や
Excelに比べ、シミュレーションが格段に高速化され
た。さらに今後、MotionBoardが現場に浸透すること
で、データ抽出依頼が低減し、システム管理の負荷軽減
が期待できる」

採用の背景
● 集計レポート作成の労力のムダを排除し
て、“ものづくりの拠点”である千葉工場を
本業に専念できる体制にしたい

● 蓄積されたデータを活用し、「先のことを考
え、想像し、企画を立てる企業文化」に沿っ
た、コストシミュレーションによる改革や成
長戦略を実行したい

導入ポイント
● 会社の情報を一覧で集約できる情報の
“コックピット”を作成することにより、全体
状況の把握が可能になること

● 追加開発を外部に委託せず、即時に修正で
きることで、業務全体のスピード力向上が
見込めること

導入効果
● 稼働時間、原価影響などのコストシミュレー
ションを高速化し、全社で取り組むコスト構造
改革を推進

● その場で決定できる体制づくり
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事例紹介

FlexProcessを導入した際にDr.Sum EAを採用
した実績があったこともMotionBoard採用の後
押しとなった。

将来的に常時5年分のデータを保持
階層別、役職別にアクセス権限を管理

MotionBoardを基盤とした「生産コックピット」
は、2012年9月よりプロジェクトがスタートし、
2013年1月からシステム構築が開始、9月に本稼働
した。「生産コックピット」の運用は、FlexProcess

のデータを夜間バッチまたは随時処理でDr.Sum 

EAサーバーに取り込み、MotionBoardのダッシュ
ボードから参照する仕組みになっている。
現在参照できるのは、製造実績、生販実績、調達

実績、在庫実績、生産設備実績、資源管理、製造原
価実績の大きく7項目。生産管理部の堤 健二氏は、
「最大のデータは在庫実績で、約1万品目のデータ
を日次で保有しています。現在、約2年分を蓄積し
ていますが、将来的には常時5年分のデータが参
照できる環境に拡張していく予定です」と話す。
同社は「生産コックピット」の導入に向けて、伊藤

氏を中心に、役割・責任といった観点から組織別・
階層別に必要となる実績データの組み合わせを、約
３ヶ月にわたり入念に評価。その結果に基づき、各社
員にとって最適化された定型帳票が瞬時に出力さ
れるとともに、アクセス制限をかけることで不適切
な情報開示を防ぐ仕組みになっている。

シミュレーションが格段に高速化
組織や体制も含めた変革を目指す

「生産コックピット」にMotionBoardを採用し

のいくものではありませんでした。そこで会社
の状況をひと目で把握できる情報の“コックピッ
ト”を作りたいと思っていました」と話す。

MotionBoardの生産性と操作性を評価
Dr.Sum EAの導入実績も採用を後押し

生産管理システムのデータを活用し、生産現場
を見える化する「生産コックピット」を構築する
にあたり、分析用ツールの検討を開始。数ある分
析用ツールの中から3つの製品を選定し、実際に
機能比較を行った結果、MotionBoardの採用を
決定した。採用の理由について情報企画部の藤田
昌史氏は、次のように語る。
「分析レポートを作るのに、毎回外部委託する
のは非効率です。また、現場担当者が容易にデー
タを分析できれば、迅速な意思決定や業務の効率
化も期待できます。そこで、システム担当者が必
要な機能を容易に開発できる高い生産性と、現場
担当者が直感的に使える高い操作性の2点から3

つの製品を評価しました。この要件に柔軟に対応
できたのがMotionBoardでした」
また伊藤氏は、「MotionBoardの“ダッシュボー

ド”という機能の説明を受けた際に、これまで作
りたいと思っていた“コックピット”という考え
方に非常に近いと感じたことが、MotionBoard

を採用するに至った背景でした」と話す。また、

た効果を、生産管理部の岩佐 伸也氏は「例えば設
備の稼働時間を5％アップさせたら原価にどれだ
け影響するか、材料費が値上がりするとコストに
どれだけ影響するかなど、MotionBoardを使う
ことで、これまでの手計算やExcelに比べ、シミュ
レーションが格段に高速化されました」と話す。
以前は「ある仕入先の前期分の調達データが

ほしい」という依頼に対し、システム部門で全
て対応しなければならなかったが、現在は必
要なデータを現場からMotionBoardで参照で
きるばかりでなく、データファイルとしてダウ
ンロードすることも可能になった。藤田氏は、
「MotionBoardが現場に浸透すれば、データ抽
出依頼が減り、システム管理の負荷軽減が期待
できます」と話す。
同社は今回、千葉工場の生産部門で利用する

「生産コックピット」にMotionBoardを採用し
たが、営業部門にも「営業コックピット」と呼ば
れる仕組みがあり、今後は、「営業コックピット」
にもMotionBoardを適用することを検討して
いる。営業コックピットにMotionBoardを採用
することで、約150名の営業担当者の営業力向上
が期待されている。
伊藤氏は、「MotionBoardによるデータ活

用で、管理職の意識は大きく変化しています。
今後はMotionBoardの機能毎にミーティン
グをひもづけ、決めるべきことは全てその場
で決定できる体制を確立します。組織や体制
も含めて変革できるのがMotionBoardを導
入した最大の効果です。これにより、全社で取
り組むコスト構造改革も支援できます」と今
後の抱負を語る。

アルケア株式会社

Dr.Sum EA Datalizer
Dr.Sum EAデータベースに蓄積されたデー
タを、業務現場の意思決定に必要な情報とし
て提供するユーザーインターフェイス製品。
データをWebブラウザーで集計できる。

MotionBoard
企業内外に溢れる情報を統合可視化し、PC
だけではなくスマートフォンやタブレットPC
から、いつでもどこでも情報入手を可能にす
る情報インフラストラクチャ。

Dr.Sum EA
大容量のデータを部署間や会社規模で集計分
析するための多次元高速集計検索エンジン。
集計・検索、レポーティング、データ統合・更新
などの機能を、目的に合わせて優れたコストパ
フォーマンスで実現する。
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